







































































































































































































国松明日香 （昭和53・4～ ） 本年度着任された新人であり，今後の活動が期待され


































論文は山田守英13，坂井壱郎 I，東昇4，天野智恵美 I，本橋寿世 I，後藤俊2，布上
恭子10，久保田佑子2，亀田恵撞 I，佐々木ふさ 2，奈良岡健三2，北村優明 3，計12研
究者40数編で，大半は本学紀要に掲載されたものであるが，学会機関誌・専門誌等に発表
されたものも数編あった。著書は後藤俊 2（「家庭婦人指導者講習会テキス ト」ほか〉 ，
佐々木ふさ 1（「養護教諭の執務の手引き」学内出版）で，計 2者3編何れも分担執筆か
共編の指導手引き書・教本として出版されている。































































































レー熱ウィルス感染が， ND V, Poly .I : Cなどによって抑制されるのは， マウス体内で
産生されるインタ フーェ ロンの関与によるかどうかを検索した。なお， インターフェロン
について， 産生条件， 産生機構，インタ フー ェロンの種類， ウィルス増殖抑制作用の機序
等について詳細綜説した。
B. ウィルス持続感染に関する研究 He La細胞における麻疹ウ ィルス持続感染系に，
HV Jを重感染させて生ずる混合ウ ィノレスは Pheno typic mixing Virus であること
を明らかにし，持続感染系細胞はポリ オウ ィルス感染に抵抗性を示すこと及び抗麻疹血清
による特異的細胞溶解現象を究明した。
C. オース トラリア抗原に関する研究 血清肝炎と密接な関連のあるオーストラ リア
















浅井正三 （昭和38・4～ ） カトリ ック神学界の長老であり，日本キ リスト教学会理
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松永圭朔（4・ 4～ ） 本学科創設以来自然科学概論，理科，教材研究理科を担当。




















伊東将夫 （49・4～ ） 「工芸美術科Jの項を見られたい （52年4月から所属変更）。
ウ．体育
















梶浦善次（47・1～ 〉 50年10月より第二代目学長であり， 47年以降教育学，教育原
理，教育方法論，教材研究社会および教育実習などを担当。 へーゲル哲学の研究者として，
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白佐俊憲（46・4～ ) 46年4月来学以来， 教職専門の心理学関係科目（教育心理学，
児童心理学，青年心理学，教育心理学演習）を担当した。著書6，論文10，学会発表5'
助成 ・共同研究3に及び，極めて生産的な研究活動をしている。教職イメージの変化， 子
どものおけいこごと，子どもの遊び，など追求のテ マーは多様であるが，とくに保育者養
成校卒業生の進路と職場適応についての数年間にわたる継続研究は，養成校の関係者にと
ってきわめて大きな意義をもっ労作であった。北海道家庭教育相談事業企画運営委員など
社会的活動も多し、。
なお，大矢敏範（38・4～45・3，自然科学），大黒マチル ド（41・4～47・6，人文
科学），正井滝士（45・4～48・7，体育関係、） ，西川みち子（45・4～51・3，音楽関
係〉 など既に退職された方々については，それぞれ在職中には活躍されたわけであるが，
詳細が不明のため割愛させていただいた。 （長瀬記）
N まとめと今後の課題
以上が，記述の形式にそれぞれちがいがあったが，各学科の研究活動の概要である。そ
れは別記の本学の「専任教官研究活動一覧」を中心にしてまとめたものであるO 編集委員
の努力によって，本学の研究活動の全体像が把握されるようになったことは，まことに幸
いなことであった。ただ一言付け加えたいのは，これが未だ完全なものではないというこ
とであるO これに掲載されていないものもすくなくはないし， ことにすでに本学を去られ
48 梶浦 ・本学K辛子ける研究活動の動向
た方々の業績で欠落しているものもあると恩われるO さらに各種研修会 ・講演会講師，新
聞・雑誌等への寄稿，テレビ出演など社会的活動や指導業績などを大き く広げるならば，
ぼう大なものとなり，地域の大学として地域に奉仕する姿がより鮮明になるであろうが，
それは別な観点に立たねばならないのであり， そのような作業も継続される必要もあると
思う。
次に専任教官研究活動一覧を見ての感想を 1, 2のべて結びとしたし、
第一は，研究がきわめて多方面にわたっていることである。それは服飾や美術の制作や
家庭科学，保健体育学，基礎医学あるいは法学， 教育学や心理学等にわたり，テーマもま
たきわめて多様であるO 衣・食生活上の問題， 体育指導上の諸問題，教職者養成の問題，
あるいは理論的あるいは実際的な問題を広く取りあげている。 これは本学の学科構成その
ものの反映であるが，またそれだけ専任の教官が多く，個性的な研究者を集めているという
ことの証左であろう。
第二は，研究が実際的であり実証的であることであるO それぞれの分野において解決を
迫まられている実践的な問題を取り上げていることにも関係があることと思われるが，そ
の研究の結果が， 実際の教育指導に結びつきこれに生かされているD このことがひとつの
特色であると考えられる。
第三は，田所哲太郎初代学長，山田守英教授 （現旭川医科大学長）， 故阿部文男教授に
ついてである。 田所学長は満90歳を迎え，本学を退かれるまで多く の論文を毎年発表され
た。すでに功成り名を遂げたこの碩学が，壮者を凌ぐ研究心をもって多くの論文を発表さ
れたことは， 本学における大きな刺激であり光明でもあった。われら後輩はいつまでも学
者としての田所学長の学恩を感謝せねばならなL、。山田守英教授は，本学においては学生
部長として多くの仕事をされたが， 同時にその専門とする基礎医学の研究を継続され多く
の学会発表をされたことは， すでに述べられた通りである。レベルの高い研究を医学界に
発表され貢献されたことは，本学の研究を高めたものとして忘れられないことであるO 阿
部文男教授は，すでに他の場所で述べられているように，開学の事務に当たり，教務部長
や学生部長を引きうけられ，多忙の中にあって研究活動に専念，多くの著書，論文を発表
された。またご自身の研究ばかりでなく，学内における研究者の指導的立場に立って， 本
学研究活動の基礎を固めたのであった。感謝の念を新たにしつつその篤実な人柄を想起す
るのであるO
今後におけるわれわれの課題は，15年間の研究実績を踏まえ，より一層研究活動を活発
にすることにあると思う。本学の人員も施設や設備等も遂年充実しているO 研究の条件は
整備されて来ているO 地域の問題に答えるとともに研究のレベルを深めることがたいせつ
であるO 私は共同研究を一層進めたいと願う。 個人的研究はもちろん大学の研究活動の基
礎をなすものであるが，各学科における協力態勢をつくり研究の共同的プロジェク トをも
つことは，きわめてたいせつなことであると考えるのである。
